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SDGs の実現に向けた花ブロックの教材化の価値  
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本研究では，沖縄特有の花ブロックを題材とし，SDGs の観点から，その教育的価値を検討した。文化，

環境，産業の 3 つの視点から花ブロックの価値を考察した結果，「文化」としての価値は SDGs のターゲ

ット 11－4，「環境」としての価値はターゲットの 13－3，「産業」としての価値はターゲット 8－9 と関

連しており，花ブロックの教材化は，SDGs の達成に資する可能性があることを明らかにした。また，こ

れらの SDGs に関連する花ブロックの教育的価値を踏まえ，国語科・社会科・算数科・理科・図画工作科

の教科及び総合的な学習の時間における花ブロックを題材やトピックとした教材例を考案した。  
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はじめに

と に関する研究の動向

今日，2015 年の国際連合サミットにおいて採

択された国際目標である「持続可能な開発目標

(SDGs: Sustainable Development Goals)」の

達成に向け，様々な国際的取り組みが行われて

いる。SDGs において教育は，その目標 4「すべ

ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育

を提供し，生涯学習の機会を促進する」(外務省 )
として位置づけられている。一方，“Education 
for Sustainable Development: Towards 
achieving the SDGs”が，2019 年の国連総会で

採択されたように，SDGs を達成する手段とし

ての教育の重要性も示されている。このような，

持続可能な開発のための教育 (ESD: Education 
for Sustainable Development)について，小学

校学習指導要領 (文部科学省 , 2017)においても，

これからの学校において教育基本法第 2 条に示

された目標と併せ，「一人一人の児童が，(中略 )
持続可能な社会の創り手となることができる

ようにすることが求められる。」(p.15)と示され

ている。このように，教育課程における ESD へ

の取り組みが強く求められているといえる。し

かし，ESD の現状について文部科学省 (2015)は，

ユネスコスクールへのアンケート結果から，

ESD の取組の推進に関する課題として，「ESD
を実施しようとしても学校現場でどのような

学習活動を行えばよいのかについての十分な

情報がなく，現行の学習活動に対して付加的な

ものとしてとらえられることが多い。」ことが

指摘されている。また，併せて「ユネスコスク

ールから，効果的な活動の進め方や学習プログ

ラム作り，評価方法等への大学からの指導・助

言等が求められている。」と示している。このよ

うな現状を踏まえると，ESD に関する具体的な

実践研究が必要であるといえる。  
ESD における実践的研究として，ESD に関

連する児童の資質である，グローバルシティズ

ンシップに焦点をあてた藤原・池田 (2022)や，

広島市と長崎市の小学生の平和交流会につい

て ESD の視点から検討している森川  他 (2021；
2022）等がある。また，教科の学習と関連付け

た研究として，千田・小倉 (2022)は第 6 学年理

科「水溶液の性質」において，「酸性雨」と「湖
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沼問題」という 2 つの問題を題材として取り上

げ，実践授業を行っている。検証の結果，児童

が ESD や SDGs の視点にあるような環境問題

を自分事として捉えることのできる授業実践

となったことを報告している。算数科における

ESD の視点からの実践研究は，蜂須賀 (2018)が
カリキュラムマネジメントに基づき，身近な地

域に関わる事柄を教材とした算数科の授業記

録の分析と省察を通じ，活用・探究的な授業を

実現したことを報告している。他にも，算数科

に関して蜂須賀 (2016；2017)や，社会科に関し

て桑原  他 (2021)等が，教科学習において ESD
を位置付けた実践研究を行っている。  
 

本研究の目的

そこで，本研究では，沖縄特有の花ブロック

を題材とし，SDGs の観点から，その教育的価

値を検討することを通して，各教科及び総合的

な学習の時間における教材例を考案すること

を目的とする。  
 

花ブロックの教育的価値

花ブロックの教材化の意義を明らかにする

た め に ， 各 教 科 及 び 総 合 的 な 学 習 の 時 間 と

SDGs との関連を考慮し，「文化」「環境」「産業」

の 3 つの視点から花ブロックの教育的価値を考

察する。  
 

花ブロックの「文化」としての価値

沖縄でのコンクリートブロック製造は，米軍

基地の資材を調達するため，米国本土から手動

式のブロック製造機が持ち込まれたことが始

まりである (磯部 , 2015)。その後，光や風を通し

ながら目隠しもする建材として，『異型ブロッ

ク』の名称で花ブロックが考案された (仲座 , 
2021)。図 1 のように沖縄の建築の中に位置付

いており，子供たちにとっては，当たり前に生

活の中に存在する風景になっている。沖縄でよ

く見られる赤土の瓦が古きよき沖縄のシンボ

ルであるならば，花ブロックはコンクリート建

築が普及した戦後復興のシンボルということ

ができる。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 沖縄県立芸術大学の外壁

 
花ブロックという名称の由来は様々ある。

元々は『異型ブロック』という名称であったが，

建設工事過程で現場の人々に『花ブロック』と

して呼ばれ始めた。花ブロックは，仲座久雄が

沖縄織物の「かすり」にヒントを得て考案した

連続的な穴あき模様であり，異型ブロックの積

み上げにより現出する壁面デザインの美しさ

の愛称が『花ブロック』であった。そのため，

当初は異型ブロックで作られた穴あき模様を

花ブロックと呼んでいたが，後に，ブロック単

体も花ブロックと呼ばれるようになった (仲座 , 
2021)。現在・花ブロックには，100 種類ものデ

ザインがあり，ブロックの形が正方形や長方形

だけでなく，三角形や平行四辺形のものも存在

する (株式会社山内コンクリートブロック )。ま

た，図 2 のようにオリジナルのデザインでも製

造できる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ホテル 那覇 の

オリジナルブロック  
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図 3・図 4 のように新しい建築物の外壁・内

装に意図的に使用することにより，沖縄の伝統

を守ろうとする動向も見られる。これは，花ブ

ロックが沖縄の歴史の中で独自に発展してき

た文化であり，守るべき価値があるものである

ことを意味していると考えられる。したがって，

花ブロックの価値を再発見し，守っていくこと

は，SDGs の目標 11「住み続けられるまちづく

りを」の中のターゲット 4「世界の文化遺産や

自然遺産を保護し，保っていくための努力を強

化する」(外務省 )ことに関連すると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 多目的ホール なはーと の外壁

 
 
 
 
 
 

図 ホテル 那覇 の外壁・内装

 
花ブロックの「環境」としての価値

沖縄地方は北緯 24 度から 28 度に広がる島々

で構成され，沖縄本島は北緯 26 度に位置して

いる。亜熱帯海洋性気候に属し，年平均気温は

23.1 度で，最高気温が 30 度をこえる日が 100
日以上になる。また，毎年いくつもの台風が通

過し，その影響や被害を受けやすい。このよう

な沖縄の自然的・地理的特性において，花ブロ

ックは，「光や風を通しながら目隠しもする」と

いう自然をうまく活用した建材であり，台風に

よる飛来物からの防護の役割も兼ねているた

め，沖縄の風土にあっている。また，コンクリ

ートという無機質な素材であり，耐久性・遮光

性・遮熱性にも優れている。近年の気温上昇の

中で，エアコン等の電力消費が進む中，花ブロ

ックの価値を再認識し，活用することは，SDGs
の目標 13「気候変動に具体的な対策を」の中の

ターゲット 3「気候変動が起きるスピードをゆ

るめたり，気候変動の影響に備えたり，影響を

減らしたり，早くから警戒するための，教育や

啓発をより良いものにし，人や組織の能力を高

める」 (外務省 )ことに関連すると考えられる。  
 

花ブロックの「産業」としての価値

花ブロックは，セメント・海砂・砕砂などの

材料を金型に流し込み，反転させてプレス成型

したのち，型枠を外して自然乾燥させるという

工程で作られる (沖縄県土木建築部都市計画モ

ノレール課 )。沖縄には，いくつかの花ブロック

を製造している企業があり，その中で花ブロッ

クのシェア No.1 の株式会社山内コンクリート

ブロックでは，地元で取れる資材を用いて，花

ブロックを製造し続けている。同社取締役相談

役へのインタビューでは，「花ブロックのデザ

インは，一昔前までは線対称や点対称なデザイ

ンが主流であったが，近年は非対称なデザイン

の需要が増えている。」と述べられている。この

ように資材や製法は変わらなくても，製造技術

の向上とともに，デザインは常に時代のニーズ

に合わせて進化している。  
また，花ブロックは，本来の建材としての用

途だけでなく，そのデザインをモチーフとする

ことによって，近年，図 5 のような雑貨等が，

クリエーターにより制作・販売されている。「花

ブロック」は，「オリジナルの呼称を得たことに

より，『沖縄らしさ』の表象というローカリティ

ーを獲得した」(磯部 , 2015)ことからも，花ブロ

ックをモチーフとすることには意味があると

考えられる。このように，花ブロックの価値を

継承し，発展させていくことは，SDGs の目標

8「働きがいも経済成長も」の中のターゲット 9
「2030 年までに，地方の文化や産品を広め，働

く場所を作り出す持続可能な観光業を，政策を

つくり，実施していく」(外務省 )ことに関連する

と考えられる。  
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図 花ブロックをモチーフとした雑貨  
 

花ブロックの教材化と

国立教育政策研究所 (2012)は，持続可能な社

会づくりの構成概念の例として，「Ⅰ：多様性，

Ⅱ：相互性，Ⅲ：有限性，Ⅳ：公平性，Ⅴ：連

携性，Ⅵ：責任性」の 6 つの構成概念，及び，

ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・

態度の例として，「①批判的に考える力，②未来

像を予測して計画を立てる力，③多面的・総合

的に考える力，④コミュニケーションを行う力，

⑤つながりを尊重する態度，⑥進んで参加する

態度」の 6 つの能力・態度を示している。  
したがって，花ブロックの価値を再発見・再

認識し，継承・発展させていくことは，持続可

能な社会づくりの構成概念における，「自然・文

化・社会・経済は，起源・性質・状態などが異

なる多種多様な事物 (ものごと )から成り立ち，

それらの中では多種多様な現象 (出来事 )が起き

ていること。」(国立教育政策研究所，2012)を表

す多様性と関連すると考えられる。また，これ

らを教材として活用することを通して，「人・も

の・こと・社会・自然などのつながり・かかわ

り・ひろがり」について，「③多面的・総合的に

考える力」や「⑤つながりを尊重する態度」と

いった能力・態度を育成することにつながると

考えられる。そして，このような花ブロックを

題材とした ESD によって育まれる児童の資質・

能力は，上述の SDGs の目標 8，11，13 を達成

することに資すると考えられるため，花ブロッ

クの教材化には意義があるといえる。  
 

花ブロックの教材化

ここでは，上述の SDGs に関連する花ブロッ

クの教育的価値を踏まえ，各教科及び総合的な

学習の時間における花ブロックを題材やトピ

ックとした教材例を考案する。  
 

社会科における教材化

花ブロックは，かつて米軍統治下にあった戦

後の沖縄の歴史の中で，独自に発展してきた文

化である。風通しがよく，自然をうまく活用し

た建材であり，年平均気温の高く，台風が通過

することの多い沖縄の風土にあっている。この

ような花ブロックの価値は，第 5 学年及び第 6
学年の社会科の内容と関連付けた学習として

位置付けることができると考えられる。実際に，

第 5 学年社会科の東京書籍の教科書 (北  他 , 
2020)では，図 6・図 7 のように，沖縄の風土や

文化的背景について取り上げられている。また，

第 5 学年の社会科では産業についても学習する

ため，花ブロックの工場見学など，沖縄の産業

について体験的に学習する機会になると考え

られる。このような体験的な学習は，生産者の

願いを直接感じることができ，それぞれの産業

が抱える問題を，次の時代を担う子供たちと共

有することができると考えられる。  
このように，花ブロックを題材とする社会科

の学習として，第 5 学年では，沖縄の文化・環

境・産業と関連づけた学習を行い，第 6 学年で

は，戦後の歴史学習として位置づけることがで

きると考えられる。沖縄戦により，県内全域が

焦土と化したことで，戦前の産業は全て灰燼に

帰した。その後，サンフランシスコ講和条約に

より日本から切り離され，米軍統治下で多くの

土地を基地に奪われ，切り離された本土からも

基地を移される中で，沖縄の人たちは強制的に

基地と共存せざるを得ない状況に置かれた。そ

の中で，基地建設で使用したコンクリート製造

の技術を自らの血肉とし，亜熱帯の沖縄の風土

にあった花ブロックという独自の文化として
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発展させた。このような過程で生まれた花ブロ

ックは，ある意味，沖縄の人々の前向きさ，た

くましさ，したたかさの象徴であるのかも知れ

ない。したがって，花ブロックを題材として戦

後の沖縄を捉えることは，今なお米軍基地問題

で揺れる沖縄において，次の時代を担う子供た

ちに，前向きに，たくましく，したたかに生き

るメッセージ性があると考えられる。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 沖縄の風土に関する内容

『新しい社会 上』東京書籍：北 他

 
 
 
 
 
 
 

図 沖縄の文化的背景に関する内容

『新しい社会 上』東京書籍：北 他

 
また，第 3 学年の「かわる道具とくらし」と

して，赤土の瓦の木造建築から花ブロックを用

いたコンクリート建築への住宅の移り変わり

を取り上げたり，第 4 学年の「昔から今へと続

くまちづくり」として，花ブロックを考案し，

沖縄のコンクリート産業を支えた先人の働き

を取り上げたり，トピック的に花ブロックを位

置付けることもできると考えられる。  
 

国語科における教材化

花ブロックを題材とした社会科の学習を通

して，沖縄の風土にあった暮らしのための知恵

や戦後の沖縄を支えた人々の思いにふれるこ

とは，現在そして未来の沖縄について考えるき

っかけとなると考えられる。また，米軍基地問

題等の沖縄の抱える問題は，沖縄だけの問題で

はなく，県外の人々の理解が不可欠であり，子

供たちの目線で全国に沖縄を発信していくこ

とが重要であると考えられる。その意味では，

第 5・6 学年の社会科と国語科とを関連付けた

合科学習を位置付けることができると考えら

れる。実際に国語科の東京書籍の教科書では，

図 8 のように，第 5 学年で「和の文化について

調べよう」 (秋田  他 , 2020a)や第 6 学年で「世

界に 目 を向 け て意 見 文 を書 こ う」 (秋 田  他 , 
2020b)というテーマで，調べた情報に基づき，

図・表・グラフ等の資料を活用して説明する内

容が取り扱われている。  
伝えたい相手を想定し，花ブロックを通して

再認識した沖縄の風土や沖縄の人々の思い，さ

らには次の時代を担う自分たちにできること

について，何度も推敲して文章を書くことは，

沖縄の未来に対する自分の考えを形成する重

要な一歩となると考えられる。また，自分の調

べたことや考えたことを，Web 会議システムを

用いて，県外の子供たちにプレゼンテーション

し，沖縄の抱える問題だけでなく沖縄の人々の

工夫や努力について共有することも，共に考え

るコミュニティーとして，重要な活動となると

考えられる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 調べたことをまとめる内容

『新しい国語 五』東京書籍：秋田 他

 
このように花ブロックを共通の題材としつ

つも，合科学習として，社会科と国語科のそれ
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ぞれの学習を位置付けるからこそ，社会的事象

の背景にある沖縄の人々の知恵や思いに深く

迫ることができると考えられる。  
 

算数科における教材化

花ブロックのデザインは対称な図形になっ

ているものが多い。花ブロックのデザインのい

くつかを対称性という観点から捉えると，図 9
のように「線対称である」「点対称である」「線

対称であり点対称でもある」「線対称と点対象

のどちらでもない」の 4 つのタイプに分けられ

る。このような花ブロックの特性は，第 6 学年

の算数科の内容と関連付けた学習として位置

付けることができると考えられる。実際に，第

6 学年算数科の啓林館の教科書 (清水  他 , 2020)
では，図 10 のように，対称な図形の性質が取

り上げられている。  
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

図 花ブロックの対称性

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 線対称・点対称の性質に関する内容

『わくわく算数 』啓林館：清水 他

 

また，花ブロックは，正方形，長方形，直角

三角形，円などの基本図形を組み合わせてデザ

インされているものが多く，図形の性質の学習

として，第 6 学年の「対称な図形」の学習だけ

でなく，第 2 学年の「三角形や四角形」，第 3 学

年の「円」の学習と関連づけることができると

考えられる。さらに，図 11 のように花ブロック

は壁面のデザインにも利用されており，1 つの

ブロックとしてだけでなく，組み合わせること

により新たな図形が浮かび上がり，空間的な広

がりを見せる。その意味では，中学校数学科の

第 1 学年の「図形の移動」の学習と関連づける

ことができると考えられる。実際に，中学校第

1 学年 数学 科の 東京 書 籍の 教科 書 (藤 井  他 , 
2021)では，図 12 のように，図形の移動による

平面の構成が取り上げられている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 花ブロックの壁面デザイン

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 図形の移動に関する内容

『新しい数学 』東京書籍：藤井  
 
このように花ブロックを題材とすることに

より，算数科や数学科における学習内容を日常

の事象と関連づけることができ，数学的な視点

【線対称】 【点対称】

【線対称・点対称】 【どちらでもない】
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から，花ブロックを身近に感じることにつなが

ると考えられる。  
 
図画工作科における教材化

花ブロックを題材とした算数科・数学科の学

習を通して，花ブロックのデザインの美しさを

感じることは，身の回りにある花ブロックに興

味をもち，新たな花ブロックのデザインを考案

したり，もの作りに花ブロックのデザインを活

用したりするきっかけとなると考えられる。そ

の意味では，第 6 学年の算数科と図画工作科と

を関連付けた合科学習を位置付けることがで

きると考えられる。実際に第 5・6 学年図画工

作科の教科書 (日本児童美術研究会 , 2020)では，

図 13 のように，電動糸のこぎりを用いた木工

制作が取り上げられている。電動糸のこぎりを

用いた木工制作において，オリジナルの花ブロ

ックをデザインし，そのデザインを形にする場

合，機能美も考慮する必要がある。そのため，

電動糸のこぎりでの制作のしやすさや作品の

強度等を考慮することで，よりシンプルなデザ

インに高めることができると考えられる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 電動糸のこぎりを用いた制作に関する内容

『見つめて広げて図画工作 ・ 上』日本文教出版：

日本児童美術研究会

 
このように花ブロックを共通の題材としつ

つも，合科学習として，算数科と図画工作科の

それぞれの学習を位置付けるからこそ，花ブロ

ックのデザインの背景にある数学の存在に気

づくとともに，既存の花ブロックのデザインの

完成度の高さを実感することができると考え

られる。このような学習は，ESD としてだけで

なく，Science, Technology, Engineering, Arts 
and Mathematics(STEAM)教育としても意義

があると考えられる。  
また，第 5・6 学年の図画工作科の教科書 (日

本文教出版 :日本児童美術研究会 , 2020)では，図

14 のように，光を用いた空間演出が取り上げら

れている。花ブロックを用いることにより，穴

あき模様の隙間から差し込む光のアートとし

て，花ブロックの新たな一面に気づくことにも

つながると考えられる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 光による空間演出に関する内容

『見つめて広げて図画工作 ・ 上』日本文教出版：

日本児童美術研究会

 
理科における教材化

花ブロックは，光や風を通しながら目隠しも

する建材である。穴あき模様から光は通すもの

の日かげを作り，風を通すことによって，熱が

こもることを防ぐことができる。このことは，

花ブロックが沖縄に根付いていることからも

明らかである。このような花ブロックの価値は，

第 3 学年の理科の内容と関連付けた学習として

位置付けることができると考えられる。実際に

第 3 学年理科の学校図書の教科書 (霜田  他 , 
2020)では，図 15 のように，日かげの涼しさの

利用として，緑のカーテンが取り上げられてい

る。年間を通して日差しの強い沖縄において，

花ブロックは，涼しい環境を作るための昔から

の知恵という側面があり，緑のカーテンと同様

に遮光・遮熱の役割を果たしている。このよう

に花ブロックをトピック的に取り入れること

により，環境に配慮した ECO な取り組みとし

て身近な花ブロックを捉えるきっかけとなる
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と考えられる。理科を通した環境教育という意

味においても意義があると考えられる。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 日かげの涼しさの利用に関する内容

『みんなと学ぶ小学校理科 年』学校図書：霜田

 
理科の学習内容としては，単元を通して，花

ブロックを題材として位置付けることは難し

いと考えられる。このような場合は，花ブロッ

クと関連づけることができそうな内容やトピ

ックに限定して教材化することが，ESD として

重要である。ESD だからこそ，「持続可能な社

会づくりの構成概念」及び，「ESD の視点に立

った学習指導で重視する能力・態度」を満たし

ているだけでなく，学年・教科の枠をこえて合

科的・総合的な学習になることも必然である。

したがって，花ブロックを中心に，様々な学習

内容がつながった一つのカリキュラムを形成

するという意味においては，トピック的な教材

化や単元を通した教材化のどちらも必要であ

ると考えられる。  
 

総合的な学習の時間における教材化

①国際比較・国際理解

花ブロックと同様のデザインのコンクリー

トブロックが，台湾では『水泥花磚』という名

称で呼ばれている。「水泥」はセメントを意味し，

「磚」はレンガやブロックを意味している (普久

原 , 2020)。歴史的に見て，花ブロックが沖縄で

独自に発展したことは確かであるが，台湾のコ

ンクリートブロックにも，「花」という文字が使

われていることは興味深い。  
また，台湾だけでなく，図 16 のように，ハワ

イでも花ブロックに似たスクリーンブロック

が見られる。台湾とハワイは沖縄地方とほぼ同

じ緯度の範囲に位置し，同じ亜熱帯気候に属す

る。花ブロックのデザイン性とも関係するが，

沖縄，台湾，ハワイが共通して年平均気温の高

い地域に位置することから，光や風を通しなが

ら目隠しもするという花ブロック本来の目的

と同様の目的で利用されている可能性がある。 
したがって，花ブロックは沖縄の歴史の中で

独自に発展してきた文化であるが，国際比較・

国際理解の視点から，そのルーツやつながりを

捉えることができると考えられる。このように

花ブロックを多面的・総合的に捉え，異なる国

とのつながりを尊重することは，SDGs を達成

する手段としての ESD の視点からも重要な意

味を持つと考えられる。  
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ハワイのコンクリートブロック

 
②

花ブロックを製造したり，花ブロックをモチ

ーフにしたりした商品を製作している生産者

は，沖縄の素材や花ブロックの美しさへの思い

入れをもっている。だからこそ，沖縄の素材と

独特のデザインが融合し，沖縄特有の文化とし

て，花ブロックが継承・発展している。そのよ

うな生産者の思いを知ることは，将来，どのよ

うな仕事に就きたいかという職業選択におい

て，重要な視点を与えることになると考えられ

る。したがって，花ブロック関連の産業にたず

さわる生産者のインタビューをきっかけとし

たキャリア教育を展開することが可能である

と考えられる。実際に，工場や工房を訪れるこ

とも，人の手によるものづくりの良さを実感す

ることにつながると考えられる。さらに，製造
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会社や工房と小学生がコラボレーションして，

新たな花ブロックのデザインを考え，花ブロッ

クをモチーフとした商品を開発することも，経

済活動への参加という意味で，キャリア教育に

おいて重要な経験となると考えられる。  
子供たちが，このような経済活動に関わるこ

とは，「変化を起こすために，自分で目標を設定

し，振り返り，責任をもって行動する能力」

(OECD, 2019)と定義されるエージェンシーを

育成することに直結し，主体的に SDGs の達成

に向けて行動する人材を育成することになる

と考えられる。  
 

おわりに

本研究では，文化，環境，産業の 3 つの視点

から花ブロックの価値を考察し，花ブロックの

教材化の意義として，次のような SDGs の達成

に資する可能性があることを明らかにした。

「文化」としての価値は SDGs のターゲット 11
－4，「環境」としての価値はターゲット 13－3，
「産業」としての価値はターゲット 8－9 と関

連している。また，これらの SDGs に関連する

花ブロックの教育的価値を踏まえ，国語科・社

会科・算数科・理科・図画工作科の教科及び総

合的な学習の時間における花ブロックを題材

やトピックとした教材例を考案した。このよう

な教材を通して，子供たちが花ブロックの価値

を再発見・再認識し，その価値を継承・発展さ

せていこうとするエージェンシーを育むこと

ができるならば，上記の SDGs の 3 つの目標の

実現に，間接的に寄与できると考えられる。  
今後の課題は，本研究において考案した教材

について授業実践を行い，花ブロックの教育的

価値を実証するとともに，新たな教科・内容に

おいて教材化を進めることである。  
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